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そのためには・・・

①知ること・・・敵を知り己を知る

気象や災害と地形・地質、都市など自分の町（場所）を

知ること、

②行動すること・・・其疾如風→日頃の準備、避難（自助・共
助）

・自宅内の防災、

・危険個所（ハザードマップ）調査、

・避難場所・方法の調査

③公共で行なう（公助）

・・・「水を治むる者は国を治むる」

→中学・高校編

１．防災・・・私たちの命と財産を守ること
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１・１災害に備え、災害を減ずる（防災サイクル）

・ひとつの災害の発生の経験を生かし、さらに発生する災害に
対してあらかじめ備えておけば被害を減らすことができる。
・このために防災教育、コミュニティー活動、公共事業など
による日頃の減災のための備えが重要。（自助、共助、公助）

（「必須！防災知識」中学・高校・一般向け　p.１２　図ー２）
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１．２　災害は忘れた頃にやってくる
　　　　　　　　　　　　　　－防災教育の重要性
・‘40～50年代、毎年のように数千人の命が水害で失われた。
　水害を知らない世代。安全な生活にマヒした現代人。
・中越地震では阪神地震の経験が生かされた
　　　　　　　　　　（耐震補強、ボランティア）。
・タイのリゾートプーケット島、少女の機転←2週間前の授業

平成17年度版　防災白書
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２．日本は災害が多い
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３．日本に災害が多い理由
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（２）地震、津波、火山が多い
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大地震の危険
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（３）地形・地質

日本の地形や地質は欧米の主要な地域に比べ、

・地形が険しく、また川が急流で雨が一気に流れ出る

・地質、柔らかい堆積物が厚くたまった所が多い

これらがあいまって、

・がけ崩れ、土石流、地すべりといった土砂災害

・洪水による流失が発生←→欧米は浸水が多い

・また、地震の被害も、柔らかい地盤では震動が大

きく、液状化現象などによる被害が大きくなる。
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日本の川と世界の川
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日本の地形・地質
・山地が約7割、
・平野の多くは沖積平野と呼ばれ、主に２万年位前から川によって運

ばれてきた土砂が堆積してできた低地で、やわらかい。沖積平野は

東南アジア諸国にも発達。
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平野に集まる人と財産
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災害多発は東・東南アジア共通の特色

１．プレートの沈み込みによる造山活動、地震と火山活動が活発
２．アジアモンスーン地域の多雨な気象条件
３．結果として沖積平野の発達、人口の稠密

→災害の多発、世界の災害犠牲者の9割以上がアジアで発生。
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４．地形と災害・・・自分のいる場所の確認が重要

（１）自然地形の分類
１．山地・・・秩父、奥多摩、丹沢

２．丘陵・・・多摩丘陵（多摩NT)
３．平野・・・（１）台地・・・霞ヶ関、駿河台、大宮台地・・坂が多い

（２）平地・・・日比谷、神田、見沼田んぼ
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（２）東京の地形・・山の手と下町
→段丘地形（台地）と其の中に谷が発達
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台地と低地の境界付近（例１：霞ヶ関）
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台地と低地の境界付近（例２：駿河台）
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５．自然地形と災害

個別の対策に関してはDVD参照。
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堤防の決壊による洪水
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山地では山くずれやがけくずれ
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高波・津波
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（３）ハザードマップと古地図
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東京の地形と震度分布

四谷

東京

上野

溜池

水道橋

浅草

麻布一の橋
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７．新しい環境・・都市
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８．豊かな国土

それではなぜこのような災害の多い国土に住んで

いるのでしょう？

・多雨と土壌が豊かな植物や動物をはぐくみ、また

沖積平野は持続型農業とも言える、水田耕作を可能

にして、多くの人々が暮らすことができたから。

・また、急峻な地形、火山といった特色は美しい風景、

豊かな水、温泉といった観光、リゾートの源。

・結局、自然環境は災害だけでなく同時に豊かな恵みを

もたらしている。そこで、災害に対する正しい知識で、自

分達を守りながら、自然がもたらす豊かなものを享受す

ることが必要。
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美しい山河


